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学 会 記 事

第 260 回新潟外科集談会

日 時 平成 17 年 5 月 7 日 ( 土)

一 　 般 　 演 　 題

1 　 右 胃 大 網 動 脈 を 使 用 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術

後の胃癌手術症例の検討

蛭 川 浩 史 ・ 多 田 哲 也 ・ 天 白 典 秀

山 本 和 男 * ・ 吉 井 新 平 * ・ 杉 本 努 *

葛 仁 猛 * ・ 青 木 賢 治 * ・ 桑 原 淳 *

春 谷 重 孝 *

( C A B G) の グ ラ フ トと して 使用 した症例 に お け

る 胃癌手術 につ い て検討 . 過去 9 年 間に R G E A グ

ラ フ トに よる C A B G 術後胃癌症例 は 5 例 あり年

齢は 56 歳か ら 83 歳, 男女比 は 4 : 1 . 術式は幽

門側胃切除術4 例, 幽門輪温存胃切除術1 例で 部

活度は D O が 3 例, D l が 1 例, D 2 が 1 例だ っ た .

組織学的病期 は st a g e I A , 2 例, st a g e I B , 2

例 , st a g e Ⅲ A , 1 例 だ っ た . 4 例が生存中だが 1

例 は胃癌の 再発 により死亡 した .

【まとめ】 5 例の R G E A に よる C A B G 術後胃癌

症例を経験 し た . N o .6 リ ン パ 節郭酒は 転移が起

こ

2 　 フ ェ ン タ ニ ル パ ッ チ を 用 い た 癌 疼 痛 緩 和 治 療

法の評価

松原要一

鈴 木 聡 ・ 三 科 武 ・ 二 瓶 幸 栄

中 塚 英 樹 ・ 渡 邊 真 実 ・ 渡 邊 マ ヤ

フ ェ ン タ ニ ル パ ッ チ (以下, パ ッ チ) を用 い た

痛棒痛管理 の有効性を, 04 年 4 月まで の 症例 ( 前

期) と, それ以降 (後期) とで比較検討 した . 前

期 2 2 例 . 男女比1 1 : l l , 平均年齢63 .3 歳 . 後期

17 例 . 男女比 13 : 4 , 平均年齢69 .5 歳. 死亡直前

まで パ ッ チ使用可 ( F 群) は 前期 8 例 (3 6 . 4 % )

に対 し, 後期 は 1 0 例 (58 .8 % ) まで上昇. 痔痛管

理不十分 な前期 1 4 例, 後期 7 例 は塩 モ ヒ注 に変

更 ( M 群) .

パ ッ チ中止理由は, 前期が レ ス キ ュ
ー の 使用過多が 9 例 (4 0 .9 % ) , パ ッ チ に対する

言忍識不足 が 5 例 , 後期 は 7 例全例 が レ ス キ ュ ー の

使用過多で 中止 . 前期 M 群 は F 群に比べ 男性が

多く, 6 1 . 4 歳と若 い傾向 . 後期 M 群は全 7 例 男

性, 68 .9 歳で若 い傾 向. 骨転移 7 例 中 6 例は M

群 .
フ ェ ン タ ニ ル パ ッ チを用い た痛棒痛緩和治療

は パ ッ チを適切 に使用す る こ と で, 癌終末期患者

の Q O L を重視した有効な治療法となり え る.

3　脾動脈瘤4例の検討

内田克之・田島健三

岡 村 直 孝 ・ 松 岡 二 郎 ・ 小 海 秀 央

清 水 孝 王 ・ 島 影 尚 弘 ・ 草 間 昭 夫

長岡赤十字病院外科

〔症例 1〕 6 5 歳女性. 左側腹痛を訴え平成 1 2 年

10 月初診 . C T にて石灰化を伴 っ た径 1 0 m m 大の

牌動脈癌と診断 され, 経過観察と した .

〔症例 2〕 5 7 歳女性. 尿潜血 の ため経過観察中.

平成 1 4 年 7 月, エ コ
ー

にて径 13 m m 大の石灰化

牌動脈癌を指摘され, 経過観察と した .

〔症例 3〕 6 1 歳女性 . 以前より無症状胆石あ り.

平成 1 1 年 8 月, 尿潜血の ため 泌尿器科を受診 し

たが異常 なく, 胆石 があ るた め当科 を紹介さ れた .

径 8 m m 大 の 非石 灰化牌動 脈痛も指摘さ れ た が ,

ともに経過観察と した . H 15 年 3 月の C T で胆 嚢


